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牧之原だより 第30号 （2）

組
合
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

国
・
県
並
び
に
関
係
市
町
ご
当
局
の

皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
牧
之
原
畑
総

事
業
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

牧
之
原
地
域
の
畑
地
農
業
の
基
幹
で

あ
る
茶
業
を
み
て
み
ま
す
と
、
本
年
の

一
番
茶
は
春
先
の
低
温
気
象
の
影
響

で
、
摘
採
が
例
年
よ
り
四
〜
五
日
程
度

の
遅
れ
、
収
量
は
例
年
に
比
べ
若
干
の

増
収
、
良
質
で
あ
っ
た
も
の
の
、
価
格

面
で
は
生
産
者
に
と
っ
て
厳
し
い
も
の

で
し
た
。

二
番
茶
・
三
番
茶
は
、
昨
今
の
健
康

ブ
ー
ム
に
よ
る
緑
茶
飲
料
用
の
需
要
の

伸
び
が
期
待
さ
れ
る
も
の
の
、
一
方
、

中
国
茶
と
の
競
合
を
強
い
ら
れ
て
い
る

の
も
現
実
で
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
牧
之
原
で
生

産
さ
れ
る
お
茶
は
、
こ
れ
ま
で
各
自
治

体
が
重
点
施
策
と
し
て
整
備
を
進
め
て

お
ら
れ
る
生
産
基
盤
に
支
え
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
特
色
あ
る
良
質
茶
を

生
み
、
確
固
た
る
ブ
ラ
ン
ド
名
を
育
ん

で
き
ま
し
た
。

中
で
も
着
工
以
来
三
十
二
年
を
経
過

し
た
牧
之
原
全
地
域
の
茶
業
の
さ
ら
な

る
発
展
に
不
可
欠
な
本
事
業
に
よ
り
整

備
さ
れ
た
、
組
合
員
の
方
々
に
有
効
に

利
活
用
し
て
頂
く
大
切
な
牧
之
原
農
業

用
水
を
適
切
に
配
分
・
供
給
す
る
農
業

水
利
施
設
や
農
道
、
排
水
路
、
区
画
整

理
な
ど
は
、
着
実
に
そ
の
成
果
を
発
揮

し
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
と
に
農
業
水
利
施
設
で
配
分
・
供

給
さ
れ
る
牧
之
原
農
業
用
水
は
、
今
や

単
に
農
業
生
産
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

古
来
よ
り
水
利
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
牧

之
原
台
地
に
と
っ
て
、
防
火
用
水
や
非

常
時
の
水
な
ど
、
多
面
的
機
能
を
発
揮

す
る
地
域
住
民
の
「
く
ら
し
の
水
」
と

し
て
の
大
き
な
位
置
づ
け
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

当
土
地
改
良
区
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
農
水
省
の
多
面
的
機
能
を
支
援
す

る
国
営
造
成
施
設
管
理
体
制
事
業
の

継
続
採
択
を
う
け
、
県
や
関
係
市
町
ご

当
局
の
指
導
を
頂
き
、
各
地
域
の
自
治

や
防
災
に
関
わ
る
方
々
と
地
域
の
民

政
安
定
の
た
め
、
牧
之
原
農
業
用
水
の

非
常
時
の
防
火
用
水
利
用
に
つ
い
て
、

よ
り
具
体
的
な
役
割
と
位
置
づ
け
の

お
話
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
の
県
営
畑
総
事
業
の
一

旦
完
了
の
手
続
き
も
、
県
の
ご
指
導
を

頂
き
順
次
各
地
区
か
ら
進
め
て
お
り
、

関
係
組
合
員
の
ご
協
力
を
得
て
、
順
調

に
そ
の
手
続
き
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
な
お
一
部
に
お
い
て
未

着
水
の
地
域
も
あ
り
、
地
元
要
望
に
添

う
べ
く
予
算
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
、
総
代
・
役
員
の
方
々
の
四

年
間
の
任
期
満
了
の
節
目
の
年
で
あ

り
ま
す
。
大
切
な
牧
之
原
農
業
用
水

を
配
分
・
供
給
す
る
農
業
水
利
施
設

は
今
ま
で
の
「
建
設
の
時
代
」
か
ら

「
管
理
の
時
代
」
へ
の
移
行
の
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
土
地
改
良
区
の
運
営
に

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

十
八
年
に
畑
総
事
業
に
着
手

し
、
畑
か
ん
施
設
や
農
道
、
区

画
整
理
な
ど
生
産
基
盤
の
整

備
を
促
進
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
の
着
水

率
は
九
十
七
％
に
達
し
、
潅

水
、
防
除
、
凍
霜
害
用
と
多
目

的
に
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

安
全
、
安
心
な
良
質
茶
の
安
定
生
産
に

は
、
こ
れ
ら
の
生
産
基
盤
整
備
を
通
じ

た
担
い
手
農
業
者
の
育
成
や
農
地
利
用

集
積
な
ど
経
営
基
盤
の
強
化
が
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
職
員
一
同
、
組
合
員
の
皆
様
方

と
密
接
な
連
携
に
努
め
、
早
期
完
成
を

目
指
し
事
業
推
進
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
関
係

す
る
市
町
の
皆
様
に
は
、
牧
之
原
畑
総

事
業
の
推
進
に
あ
た
り
日
頃
か
ら
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

最
近
の
茶
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

他
地
域
と
の
産
地
表
示
問
題
や
市
場
取

引
価
格
の
伸
び
悩
み
な
ど
、
厳
し
さ
を

増
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
全
国
の
茶
産
地
を

代
表
す
る
牧
之
原
地
域
で
は
、
昭
和
四

ご

あ

い

さ

つ

 

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

牧
之
原
畑
地
総
合
整
備

土
地
改
良
区

理
事
長

和
田
秀
雄

静
岡
県
牧
の
原

農
業
用
水
建
設
事
務
所

所
　
長

荻
野
博
己

本
事
業
に
よ
り

着
実
に
そ
の
成
果
が

牧
之
原
農
水
は
地
域
住
民
の

「
く
ら
し
の
水
」
と
し
て
も

「
建
設
」
の
時
代
か
ら

「
管
理
」
の
時
代
へ
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火災消火の時、ファームポンドから吸水
した消防車（実例写真）



今
年
は
、
八
月
に
総
代
さ
ん
の
任
期

満
了
の
年
と
な
り
ま
す
。

総
代
さ
ん
を
選
ぶ
に
は
、
土
地
改
良

法
第
二
十
三
条
の
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
島
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
を
主
選

管
に
各
選
挙
区
ご
と
の
選
挙
管
理
委
員

会
の
管
理
の
も
と
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
総
代
会
に
お
い
て
、
市
町
合

併
に
と
も
な
い
従
来
の
九
区
で
あ
っ
た

選
挙
区
が
五
区
に
改
正
さ
れ
、
総
代
定

数
の
百
三
名
は
従
来
と
変
わ
ら
ず
選
挙

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

選
出
さ
れ
た
総
代
さ
ん
の
仕
事
は
、

各
地
域
関
係
組
合
員
の
代
表
と
し
て
、

総
代
会
に
お
い
て
土
地
改
良
区
運
営
に

係
る
重
要
な
事
項
の
審
議
す
る
議
決
機

関
を
有
し
ま
す
。

（3） 牧之原だより 第30号

全
議
案
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決

平
成
十
六
年
度
通
常
総
代
会
が
、
三

月
二
十
九
日
に
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

金
谷
夢
づ
く
り
会
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

総
代
会
は
、
桜
井
副
理
事
長
の
開
会

の
辞
に
始
ま
り
、
和
田
理
事
長
が
挨
拶

を
行
っ
た
後
、
今
回
は
理
事
長
表
彰
を

は
さ
み
、
続
い
て
ご
臨
席
を
頂
い
た
多

く
の
来
賓
を
代
表
し
て
西
原
県
議
会
議

員
、
北
村
県
農
業
水
産
部
長
代
理
の
藤

田
農
山
村
整
備
総
室
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
は
、
議
長
に
島
田
市
の
大
塚
聰

総
代
が
選
出
さ
れ
、
上
程
さ
れ
た
承
認

案
件
の
「
十
五
年
度
事
業
報
告
」
ほ
か
、

十
四
件
、
議
決
議
案
の
「
定
款
及
び
規
約

の
一
部
改
正
」
ほ
か
十
議
案
の
全
議
案

が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
報
告
事
項
と
し
て
、
県
営
畑

総
牧
之
原
御
前
崎
地
区
の
計
画
変
更
、

牧
之
原
朝
比
奈
地
区
の
新
規
事
業
の
施

行
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
黒
田
副
理
事
長
の
閉
会
の

辞
に
よ
り
総
代
会
は
滞
り
な
く
終
了
し

ま
し
た
。

十
六
年
度
総
代
会
に
お
い
て
、
畑
地

用
水
組
合
の
代
表
と
し
て
長
年
貢
献
さ

れ
た
個
人
の
三
名
の
方
と
、
同
じ
く
長

年
に
わ
た
り
健
全
な
組
合
運
営
を
続
け

て
い
る
四
組
合
に
対
し
て
、
和
田
理
事

長
よ
り
賞
状
と
記
念
品
が
そ
れ
ぞ
れ
の

受
賞
者
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
農
業
水
利
施
設
の
突

発
的
な
事
故
等
に
適
切
な
措
置
を
講

じ
、
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
等
、
土

地
改
良
区
の
管
理
業
務
に
献
身
的
に
協

力
を
し
た
業
者
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
土
地
改
良
区
表
彰
規

程
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
表
彰
審

議
会
で
審
査
さ
れ
理
事
長
が
総
代
会
に

お
い
て
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

平
成
十
六
年
度 

　
通
常
総
代
会
報
告 

総
代
選
挙
に
つ
い
て 

理

事

長

表

彰

受
賞
さ
れ
た
方
（々
敬
称
略
）

組
合
代
表
者
三
名
と
四
組
合
に

業
者
に
感
謝
状
も

選
挙
管
理
委
員
会
が
管
理

五
選
挙
区
か
ら
百
三
名
が

総
代
会
は
議
決
機
関

選挙区 

第1区 

第2区 

第3区 

第4区 

第5区 

総代数 

22人 

42人 

6人 

19人 

14人 

103人 

選挙の区域 

島田市 

 

掛川市 

菊川市 

御前崎市 

相良町 
及び榛原町 

合　　計 

土 

井
　
春 

男 

　（
菊
川 

棚
草
原
畑
地
用
水
組
合
長
） 

植 

田
　
浩 

史 

　（
小
笠 

古
谷
原
畑
地
用
水
組
合
長
） 

紅 

林
　
惇 

　（
相
良 

清
水
原
畑
地
用
水
組
合
長
） 

　 木
原
沢
畑
地
用
水
組
合（
掛
川
地
区
） 

棚
草
原
畑
地
用
水
組
合（
菊
川
地
区
） 

安
田
原
畑
地
用
水
組
合（
金
谷
地
区
） 

菊
川
畑
地
用
水
組
合
　（
金
谷
地
区
） 

 

協
和
水
道
株
式
会
社 

 

感謝状 組　合　賞 個　人　賞 

（写真、右から、左の掲載者名のとおり）



牧之原だより 第30号 （4）

収
　
入 

収
　
入 

支
　
出 

支
　
出 

収
　
入 

支
　
出 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

平
成
十
五
年
度 

一

般

会

計 

平
成
十
七
年
度 

一

般

会

計 

平
成
十
五
年
度 

管
理
費
特
別
会
計 

平
成
十
七
年
度 

管
理
費
特
別
会
計 

収　入 
2,363,858千円 

借入金 
615,538千円 
　　(26.04％)

繰入金 
15,083千円 
　　（0.64％） 

繰越金 
7,769千円 

　　（0.33％） 

受託料・補助金 
18,671千円 
　　（0.79％） 

補助金・交付金 
3,350千円 

　　（3.56％） 

繰入金・その他 
15,108千円 
　　（0.58％） 

組合費 
1,574,527千円 
（66.61％） 

負担金 
17,643千円 
（0.74％） 

繰越金 
6,596千円 
（7.01％） 

受託料・補助金 
17,211千円 
（0.66％） 

繰越金・その他 
1,203千円 
（1,24％） 

負担金 
4,000千円 
（4,14％） 

負担金 
5,823千円 
（6.03％） 

補助金・交付金 
5,060千円 
（5.24％） 

事業費 
24,719千円 
（0.95％） 

事務費・事務所費・ 
選挙費 
76,166千円 
（2.93％） 

繰出金・その他 
44,049千円 
（1.69％） 

経常賦課金・助成金 
112,651千円 
（4.33％） 

諸収入・その他 
727千円 
（0.77％） 

負担金 
6,741千円 
（7.17％） 

財産管理費 
500千円 
（0.54％） 

負担金 
4,297千円 
（4.64％） 

調査費 
1,103千円 
（1.19％） 

諸収入・その他 
5,942千円 
（0.25％） 

経常賦課金・助成金 
108,685千円 
（4.60％） 

支　出 
2,356,187千円 

分担金及び 
　負担金 
　　616,985千円 
　　　（26.19％） 

徴収費・その他 
2,663千円（0.11％） 

繰出金 
36,438千円 
（1.55％） 

借入金償還 
1,581,305千円 
　　（67.11％） 

事務費・事務所費 
78,026千円 
（3.31％） 

事業費 
40,770千円 
（1.73％） 

収　入 
94,093千円 

支　出 
92,604千円 

収　入 
2,600,312千円 

支　出 
2,600,312千円 

収　入 
96,571千円 支　出 

96,571千円 

決
　 
算 

決
　 

算 

予
　 

算 

予
　 

算 
収
　
入 

支
　
出 

収入総額　2,363,858千円 

支出総額　2,356,187千円 

差引残額　        7,671千円 

　　　  （次年度へ繰越） 

収入総額　      94,093千円 

支出総額　      92,604千円 

差引残額　         1,489千円 

　　　  （次年度へ繰越） 

受託料 
50,848千円 
（54.04％） 繰入金 

25,831千円 
（27.45％） 

　整備補修費 
26,690千円 
（28.82％） 

電気料金 
17,856千円 
（19.28％） 

施設管理費 
42,158千円 
（45.53％） 

組合費 
1,700,717千円 
（65.40％） 

受託料 
50,513千円 
（52.31％） 

     施設管理費 
45,621千円 
（47.24％） 

繰入金 
33,972千円 
（35.18％） 

借入金償還 
1,699,066千円 
（65.34％） 

借入金 
754,625千円 
（29.02％） 

分担金及び 
負担金 

756,312千円 
（29.09％） 

整備補修費 
27,466千円 
（28.44％） 

電気料金 
18,170千円 
（18.82％） 

財産管理費・その他 
810千円 
（0.84％） 

調査費 
504千円 
（0.52％） 



な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
川
口

取
水
口
に
お
け

る
年
間
取
水
量
は
、
過
去
最
大
の
四
百

十
三
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
水
利

用
も
着
実
に
伸
び
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
一
方
、
第
二
ス
テ
ー
ジ
で
あ
る

給
水
栓
ま
で
の
着
水
が
、
四
十
五
パ
ー

セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
さ
ら
に
一
層
の
効
果
的
か
つ
多
様

な
農
業
経
営
の
発
展
を
図
る
た
め
、
引

き
続
き
畑
か
ん
整
備
水
準
の
向
上
を
積

極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

近
年
の
技
術
的
進
歩
は
勿
論
、
消
費

（5） 牧之原だより 第30号

平
成
十
七
年
度
の
総
事
業
費
は
、
千

百
四
十
九
億
円
、
平
成
十
六
年
度
ま
で

に
七
百
八
十
七
億
円
を
投
資
し
、
事
業

進
度
は
六
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

本
年
度
当
初
予
算
は
、
対
前
年
比
九

十
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
三
十
一
億
円
を
執

行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
組
合

員
の
皆
様
方
、
改
良
区
、
市
町
と
の
意

見
を
調
整
し
、
限
ら
れ
た
予
算
を
効
率

的
、
重
点
的
に
執
行
し
、
効
果
の
早
期

発
現
、
事
業
の
早
期
完
了
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

本
事
業
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
着
工

以
来
、
三
十
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
間
に
事
業
で
造
成
し
た
施
設

は
、
農
道
二
百
六
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

排
水
路
二
百
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な

り
、
農
業
経
営
へ
の
利
用
だ
け
で
な
く
、

広
く
一
般
住
民
の
日
常
生
活
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
施
設
と
し
て
、
地
域
に

果
た
し
て
き
た
効
果
は
大
変
大
き
な
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
、
七
・
八
月
に
降
水
量
が
少

者
ニ
ー
ズ
の
変
化
、
公
共
投
資
へ
の
感

心
の
高
ま
り
な
ど
、
農
業
や
事
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り

ま
す
。
本
地
区
も
時
代
の
要
請
に
的
確

に
応
え
た
基
盤
整
備
の
推
進
を
図
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
数
年
、
組

合
員
の
皆
様
に
畑
か
ん
の
末
端
整
備
に

関
す
る
要
望
を
聴
取
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
を
受
け
て
残
事
業
を
整

理
し
、
御
前
崎
、
小
笠
両
地
区
は
計
画

変
更
手
続
き
を
行
い
、
浜
岡
地
区
同
様

平
成
十
八
年
度
完
了
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
事
業
の
長
期
化
が
心
配
さ
れ

た
浜
岡
地
区
に
つ
い
て
は
、
第
三
ス
テ

ー
ジ
の
一
部
を
分
割
し
、
平
成
十
七
年

度
新
規
朝
比
奈
地
区
と
し
て
実
施
す
る

こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
外
の

六
地
区
に
つ

い
て
も
、
引

き
続
き
要
望

の
聴
取
を
進

め
、
概
ね
平

成
十
九
年
度

ま
で
に
一
旦

事
業
を
完
了

す
る
か
、
あ

る
い
は
情
勢

の
変
化
に
対

応
し
た
新
た

な
事
業
計
画
を
行
い
、
新
規
地
区
を
立

ち
上
げ
る
等
の
整
理
に
取
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
進
め
る
た
め
、
完
了
計
画

や
新
た
な
整
備
計
画
の
策
定
、
ま
た
担

い
手
農
業
者
へ
の
農
地
利
用
集
積
状
況

の
把
握
等
の
作
業
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
関
係
市
町
、
改
良
区
を
は
じ
め
、

組
合
員
の
皆
様
の
御
意
見
を
伺
い
、
ご

協
力
を
得
な
が
ら
取
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

平成17年度県営事業地区別執行予算額 

総　額 

31 億 円 
（当初＋局繰越＋国債） 

掛川地区 
350,000千円 
（11.29％） 

　金谷地区 
　250,000千円 
（8.06％） 

相良地区 
460,000千円 
（14.84％） 

浜岡地区 
500,000千円 
（16.13％） 

榛原地区 
540,000千円 
（17.42％） 

菊川地区 
380,000千円 
（12.26％） 

御前崎地区 
120,000千円（3.87％） 

小笠地区 
150,000千円 
（4.84％） 

朝比奈地区 
50,000千円 
（1.61％） 島田地区 

300,000千円 
（9.68％） 

県
営
畑
総
事
業 

　
平
成
十
七
年
度
予
算
と
事
業
推
進
に
つ
い
て 

本
年
度
当
初
予
算
は
三
十
一
億
円

静
岡
県
牧
の
原
農
業
用
水
建
設
事
務
所

技
監
兼
事
業
課
長

金

原

得

純

畑
か
ん
整
備
水
準
の
向
上
を

新
た
な
整
備
計
画
の
推
進



牧之原だより 第30号 （6）

本
年
度
当
初
に
お
け
る
畑
地
用
水
組

合
の
設
立
数
は
、
表
の
と
お
り
百
九
十

一
組
合
（
関
係
二
百
三
十
工
区
）
と
な

り
ま
し
た
。

用
水
組
合
の
設
立
は
、「
水
」
利
用

が
可
能
と
な
る
と
き
、
関
係
組
合
員
の

総
意
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
も
の
で
、
運

営
要
領
等
は
土
地
改
良
区
の
規
定
に
定

め
ら
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
フ
ァ
ー
ム

ポ
ン
ド
以
降
の
施
設
は
組
合
で
管
理
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
に
お
い

て
、
新
た
に
十
四
箇
所
の

農
業
用
貯
水
槽
（
フ
ァ
ー

ム
ポ
ン
ド
）が
建
設
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
貯
水
槽
に
大

井
川
の
水
が
充
水
さ
れ
、

今
後
の
貯
水
槽
以
降
の
水

は
、
各
々
の
施
設
形
態
に

応
じ
た
組
合
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。新

組
合
と
し
て
ス
タ
ー

ト
す
る
十
三
組
合
、
従
来

か
ら
の
組
合
を
末
端
整
備

の
進
展
と
共
に
改
組
・
合

併
し
た
一
組
合
の
皆
さ
ま

に
は
、
組
合
の
円
滑
な
運

営
と
牧
之
原
農
業
用
水
並

び
に
施
設
の
有
効
利
用
を

図
り
、
茶
処
牧
之
原
の
良

質
な
お
茶
の
生
産
へ
の
さ

ら
な
る
発
展
を
ご
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。

畑
地
用
水
組
合
の
設
立
数
百
九
十
一
組
合
に 

島 田  

金 谷  

榛 原  

相 良  

御 前 崎  

掛 川  

菊 川  

小 笠  

浜 岡  

合 計  

1 

14 

30 

49 

1 

18 

39 

11 

14 

177

18 

20 

33 

51 

8 

21 

39 

11 

19 

220

1 

16 

34 

49 

5 

18 

41 

11 

16 

191

18 

22 

37 

51 

8 

21 

41 

11 

21 

230

─ 

2 

4 

─ 

4 

─ 

2 

― 

2 

14

─ 

2 

4 

─ 

─ 

─ 

2 

─ 

2 

10

地 区 名  

組 合  関係工区 組 合  関係工区 組 合  関係工区 

比較増減 
H16.4月現在 H17.4月現在 

組 合 数  

畑 地 用 水 組 合 設 立 状 況 表

新 畑 地 用 水 組 合 紹 介

※御前崎・小笠地区では、当初計画の全工区で組合が
設立されました。

※組合名称は、それぞれの関係組合員の総意のもとに
名付けられます。

畑地用水組合の必要性 畑地用水組合の必要性 

規
程
に
よ
り
、
貯
水
槽
以
下
の
施
設

に
つ
い
て
は
、
工
区
単
位
に
管
理
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
が
よ
り
使
い
や
す
い
水
の

使
い
方
を
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
正
常
な
状
態
で
施

設
を
維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

水
利
用
開
始
に
伴
い
、
貯
水
槽
ま
で

に
送
ら
れ
て
く
る
水
に
つ
い
て
は
、
揚

水
や
送
水
に
か
か
る
電
気
代
等
の
経
費

が
か
か
り
ま
す
。

畑
地
用
水
事
業
の
第
二
・
第
三
ス
テ

ー
ジ
の
工
事
費
用
分
に
つ
い
て
は
、
組

合
員
負
担

も

か

か

り
、
着
工

の
翌
年
度

か
ら
は
償

還
が
始
ま

る
こ
と
に

な

り

ま

す
。

土
地
改
良
区
の
施
設
管
理
区
分
か
ら

事
業
賦
課
金
の
と
り
ま
と
め
の
た
め

有
効
な
水
利
用
の
た
め

施
設
の
維
持
管
理
の
た
め

用
水
経
費
の
負
担
の
た
め

十
六
年
度

十
四
組
合
が
設
立

組　合　名 

金谷青木原畑地用水組合 

金谷16工区畑地用水組合 

宇戸呂原畑地用水組合 

金谷中原畑地用水組合 

鎌研畑地用水組合 

坂口5畑地用水組合 

三亀ヶ谷畑地用水組合 

坂部41畑地用水組合 

4 3 畑 地 用 水 組 合  

御前崎第3・4・8工区畑地用水組合 

20工区仁王辻畑地用水組合 

倉沢1－1畑地用水組合 

大陣原畑地用水組合 

中田原畑地用水組合 

計 

金 谷  

 

 

 

 

榛 原  

 

 

 

御前崎 

菊 川  

 

浜 岡  

 

14組合 

鈴木利政

仲田正夫 

村上克郎 

持塚忠晴 

石神堅次 

牧田昌彦 

齊藤明雄 

須藤鐵男 

大井源太郎 

増田隆史 

鈴木正三 

堀　治夫 

横田　茂 

植田祐介 

18・19 

16 

9 

27 

12 

5 

13 

41 

43 

3・4・8 

20 

1－1 

19 

18 

17工区 

H16.4.2 

H16.4.6 

H17.3.22 

H17.3.28 

H17.3.31 

H16.8.18 

H16.8.30 

H17.2.25 

H17.3.18 

H16.8.26 

H16.9.13 

H17.3.10 

H17.1.24 

H17.1.31

地区名 関係工区 代表者名 設立年月日 
アオキバラ 

ナカハラ 

ウ   ト   ロ バラ 

カマトギ 

サカグチ 

ミ   カ   ガ   ヤ 

サカ ベ 

ニオウツジ 

クラサワ 

ダイジンバラ 

ナカ  ダ  バラ 



（7） 牧之原だより 第30号

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
の
清
掃
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
藻
や
シ
ジ
ミ
の
発
生
を
防

ぐ
と
共
に
、
ポ
ン
プ
な
ど
の
機
械
設
備

の
故
障
も
予
防
し
、
更
に
耐
用
年
数
が

の
び
る
こ
と

に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

又
、
汚
泥

に
よ
る
悪
臭

も
取
り
除
き
、

周
囲
の
環
境

に
も
よ
い
結

果
を
生
み
出

し
ま
す
。

土
地
改
良
区
で
は
、
施
設
の
適
正
な

る
管
理
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
各
フ
ァ

ー
ム
ポ
ン
ド
は
二
か
ら
三
年
に
一
度
の

清
掃
を
す
る
よ
う
進
め
て
お
り
、
希
望

す
る
用
水
組
合
に
は
水
中
ポ
ン
プ
・
高

圧
洗
浄
機
な
ど
の
貸
出
を
し
て
い
ま

す
。借

用
を
希
望
す
る
組
合
は
お
気
軽
に

土
地
改
良
区
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

畑
地
用
水
施
設
で
適
正
な
管
理
を
し

て
い
て
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
通

常
で
は
管
理
組
合
に
修
理
を
お
願
い
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
施
設
保
険
に

加
入
し
て
い
る
場
合
で
保
険
請
求
を
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
先
ず
事
故
報
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
場
合
、
な
る
べ
く
早
め
に
土
地

改
良
区
へ
報
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

報
告
が
遅
れ
ま
す
と
、
折
角
の
保
険

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
報
告
に
は
左
記
の
も
の
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

�
い
つ（
事
故
の
日
時
）・
ど
こ
で
・
何

が
・
ど
う
な
っ
た
か
等
を
整
理
し
た

報
告
書
　

�
事
故
状
況
の
わ
か
る
写
真

�
損
害
額
（
修
理
の
見
積
書
）

詳
し
く
は
、
土
地
改
良
区
へ
お
尋
ね

下
さ
い
。

▲貸出をしている機材

施
設
を
末
永
く
維
持
す
る
た
め
に 休日・夜間の 

漏水事故等の緊急時には 

に連絡を… 

�（0547） 
　　 36－8000

休日・夜間の 
緊急時連絡先 

〜
組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
〜

牧
之
原
畑
総
事
業
も
着
工
以
来
三
十

年
余
を
経
過
し
、
牧
之
原
台
地
周
辺
に

は
二
百
十
一
箇
所
の
農
業
用
貯
水
槽

（
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
）
が
で
き
て
お
り

ま
す
。

こ
の
水
は
、
大
井
川
上
流
の
本
川
根

町
に
建
設
さ
れ
た
長
島
ダ
ム
に
貯
水
さ

れ
た
も
の
が
、
牧
之
原
揚
水
機
場
（
島

田
市
大
代
地
先
）
を
経
て
、
牧
之
原
台

地
に
揚
水
さ
れ
、
二
百
十
一
箇
所
の
各

貯
水
槽
に
配
水
さ
れ
た
あ
と
、
農
家
の

茶
畑
・
普
通
畑
・
ハ
ウ
ス
等
に
利
用
さ

れ
る
も
の
で
す
。

先
人
達
の
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
大

井
川
の
水
が
、
牧
之
原
台
地
に
揚
が
っ

た
訳
で
す
。
こ
の
水
を
将
来
に
わ
た
り
、

有
効
に
利
用
し
て
頂
く
た
め
に
は
、
貯

水
施
設
を
適
切
に
管
理
し
て
い
く
こ
と

が
、
用
水
組
合
の
大
切
な
役
割
の
一
つ

で
す
。

農
業
水
利
施
設
は
、
お
茶
に
と
っ
て

大
切
な
水
を
供
給
し
て
く
れ
る
施
設
財

産
で
あ
り
、
ま
た
一
方
で
は
地
域
の
防

火
用
水
等
も
担
う
地
域
の
財
産
で
も
あ

り
ま
す
。

一
年
に
一
度
、
草
刈
り
の
日
を
設
け

て
、
組
合
、

及
び
地
域

で
一
斉
に

実
施
す
る
こ
と
も
考
え
た
ら
ど
う
で
し

ょ
う
。

施
設
を
末
永
く
維
持
す
る
た
め
に
皆
さ

ん
で
、
貯
水
槽
周
り
の
草
刈
り
を
実
施

し
、
水
の
大
切
さ
を
認
識
す
る
と
と
も

に
、
誰
も
が
使
い
や
す
い
施
設
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

施
設
の
事
故
報
告
は
早
め
に
！ 

施
設
管
理
事
故
と
保
険
に
つ
い
て 

九く

月
三さ

日
は
「
草
の
日
」
？
？

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
の
清
掃
は

機
械
設
備
の
事
故
防
止
に

改
良
区
で
は
清
掃
機
材
の
貸
出
を

農業水利施設はみんなの財産。
いつも使いやすく

きれいにしましょう。
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六
年
度
通
常
総
代
会
で
議
決
さ
れ
、
平

成
十
七
年
四
月
一
日
よ
り
適
用
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
農
地
転
用
決
済
は
、
受
益
農
地

の
農
地
以
外
の
用
途
へ
の
転
用
に
よ
る

受
益
面
積
の
減
に
よ
る
、
残
存
受
益
農

地
（
組
合
員
）
の
負
担
増
を
回
避
し
公

平
な
負
担
を
保
持
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
転
用
決
済
に
つ
い

て
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

牧
之
原
畑
総
事
業
の
受
益
地
を
農
地

以
外
に
転
用
す
る
場
合
に
は
、
農
振
農

用
地
区
域
の
除
外
認
可
を
受
け
た
上

で
、
土
地
改
良
区
へ
の
農
地
転
用
手
続

き
が
必
要
で
す
。

こ
の
転
用
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
、

農
地
法
第
四
条
及
び
第
五
条
の
申
請
を

す
る
際
に
土
地
改
良
区
が
交
付
す
る
意

見
書
が
添
付
さ
れ
な
い
た
め
農
地
法
が

許
可
に
な
り
ま
せ
ん
。

受
益
地
の
転
用
を
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
土
地
改
良
区
・
業
務
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

公
共
事
業
に
よ
っ
て
受
益
地
が
転
用

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
例
と
し
て
、
国
・
県
・
市
町
道
の

こ
の
た
び
、
決
済
金
単
価
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
単
価
改
正
要
因
は
、
県
営
事

業
借
入
金
（
過
年
度
分
）
及
び
国
営
事

業
地
元
負
担
金
の
借
換
に
よ
る
決
済
金

対
象
額
の
変
更
や
、
平
成
十
三
年
度
完

了
の
長
島
ダ
ム
建
設
事
業
地
元
負
担
金

の
確
定
に
対
処
す
る
も
の
で
、
改
正
単

価
は
、
各
地
区
と
も
、
旧
単
価
に
比
べ

総
体
的
に
下
が
り
ま
し
た
。

こ
の
改
正
単
価
は
、
昨
年
の
担
当
課

長
会
議
、
運
営
協
議
会
で
協
議
検
討
さ

れ
、
理
事
会
の
議
決
を
経
て
、
平
成
十

新
設
・
拡
張
や
公
共
施
設
の
建
設
等
に

受
益
地
を
農
地
転
用
す
る
事
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
場
合
、
公
共
事
業
で
は
農

業
委
員
会
へ
の
転
用
申
請
が
免
除
さ
れ

る
た
め
、
土
地
改
良
区
へ
の
協
議
が
提

出
さ
れ
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
公
共
事
業
に
よ
る

用
地
買
収
等
の
話
が
あ
っ
た
際
は
、
畑

総
事
業
の
受
益
地
で
あ
る
旨
を
伝
え
て

い
た
だ
き
、
併
せ
て
土
地
改
良
区
へ
農

地
転
用
の
協
議
を
し
て
下
さ
い
。

組
合
員
資
格
に
変
更
を
生
じ
た
場
合

は
、
土
地
改
良
法
第
四
十
三
条
の
規
定

に
よ
り
、
組
合
員
資
格
得
喪
通
知
書
を

速
や
か
に
土
地
改
良
区
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
手
続
き
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
賦

課
金
な
ど
が
変
更
前
の
組
合
員
に
賦
課

さ
れ
た
り
、
経
営
移
譲
年
金
受
給
の
際

に
確
認
書
類
の
証
明
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

◎
経
営
移
譲
年
金
を
受
給
す
る
と
き

◎
農
地
の
売
買
、
贈
与
、
交
換
な
ど
所

有
権
を
移
転
し
た
と
き

◎
農
地
を
農
地
以
外
に
変
更
す
る
と
き

（
農
地
転
用
）

な
お
、
通
知
書
は
市
町
担
当
課
・
土

地
改
良
区
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

農
地
転
用
に
つ
い
て

組
合
員
資
格
得
喪
通
知
書
の

提
出
に
つ
い
て

決
済
金
単
価
の
改
正
に
つ
い
て

農
地
を
転
用
す
る
場
合
は

改
良
区
の
手
続
き
を

公
共
事
業
に
よ
る
転
用
も

改
良
区
と
の
協
議
が
必
要
で
す

得
喪
通
知
書
の
提
出
が

必
要
な
場
合
と
は

このような場合は 
土地改良区の手続きが 
　　　　　　必要です。年金受給 

農地を転用 
農地を売買 

年金受給 

農地を転用 
農地を売買 

年金受給 

農地を転用 
農地を売買 農地を売買 


